
生活応援隊推進事業（ケアタウン構想推進事業）展開概要 

 

平成２３年８月２９日 

小田原市社会福祉協議会 

 

１ 趣旨 

少子高齢化や核家族化の進行、ひとり暮らし高齢者等の増加に伴い、今までは家庭内で解決できていたこ

とができなくなり、それが「生活するうえでの問題」になりつつあります。 

こうしたことは、本市においても例外ではなく、ケアタウン構想に対して寄せられる市民の意見から「日

常生活のちょっとしたお手伝いを望む高齢者世帯が多い」という現実があります。 

そこで、「社会的に何らかの支援を必要とする方々を、従来の制度的な枠組みを超え、地域・行政・事業

者が連携して一体となって支える仕組みの検討」というケアタウン構想の目指す方向性を具体的に推進し、

すべての人が安心して暮らせる地域づくりを目指して、ボランティアを活用した日常生活支援活動を新たに

実施しようとするものです。 

 

２ 実施主体（予定）  社会福祉法人 小田原市社会福祉協議会 

東富水地区社会福祉協議会 

NPO 法人 一粒の麦（ひつじの家） 

           合同会社 まち元気小田原 

 

３ 本事業の対象者  高齢者、障害者、子育て中の親などで日常生活で困りごとを持つ方 

 

４ 担 い 手  小田原市社会福祉協議会ボランティアセンターに登録しているボランティア 

           東富水地区の住民（東富水地区社会福祉協議会） 

           ひつじの家（地域活動支援センター）利用者 

           小田原百貨店（板橋・寿町店） 

ヤオマサ（久野店） 

 

５ サービス内容  ゴミ出し・買い物・電球交換ができない等の「ちょっとした困りごと」を支援 

 

６ 展開方法（別紙展開図参照） 

⑴小田原市社協が主体となり、サービスの受け手と担い手が会員登録をし、支援をする方法（実施に向け

て調査中） 

⑵東富水地区社協が主体となり、新しい担い手を発掘しながら住民間で支援をする活動との連携及び一部

協力（調査実施に向けて準備中） 

⑶精神障害者の地域活動支援センター「ひつじの家」の利用者が、ボランティアとして地域住民に対して

買い物支援をする活動との連携及び一部協力（実施に向けて準備中） 

⑷合同会社まち元気小田原の目指す事業の一つである「利便性向上に資する事業（共同配送／宅配サービ

ス）」との連携（試行店舗と調整中） 

⑸小田原市社協の各種事業（ボランティアセンター、介護サービスセンター、ファミリー・サポート・セ

ンター等）との連携

資料資料資料資料３３３３    



 

 

お客様 
（利用者） 

店舗 買い物 

レジ精算された商品を購入したお客様（利
用者）の自宅へ代行配送する。 

以下の店舗で試行予定 
小田原百貨店（板橋・寿町店） 

ヤオマサ（久野店） 

今秋試行 
予定 

まち元気小田原 

配達地域は各店舗所在地から半径３km以内。 
料金については、（一定額以上の買い物は無料

扱いも含めて）各店舗で検討中。 
その他詳細についても調整中。 

東富水地区限定 

地域住民による生活支援活動の創設に向けて
準備室を設置、ニーズ把握調査を実施予定。 
 

担い手育成を意識した連続講座の開催（６／
１６～７／７）から、茅ヶ崎市小出地区で実施
されている生活支援活動の見学会（７／１５）
を経て、８／４に創設に向けた準備室を設置。 

準備室のメンバーは、会社経営者や介護者等、
従来の地区社協関係者だけではない地域住民
に、福祉施設や介護保険事業所も関わる多岐に
渡るものとなっている。 

今後は、新たな担い手確保もできるニーズ把
握調査を東富水地区社会福祉協議会の名前で実
施し、民生委員に３人ずつ就いているボランテ
ィアとは別に、新たな担い手を増やしていく。 
 

調査準備中 

買い物困難住民 
（利用者） 

店舗  

重い荷物を持つことが困難な住民（利用者）
と一緒に買い物をし、帰りに荷物を持つボ
ランティア活動を実施予定。 

地域活動支援センター 
利用者 

城山地域限定 火・水・木曜 
午前 10時～正午 
の提供で準備中 

市内全域 

会員制による相互支援活動の展開に向け、ニー
ズ把握及び担い手把握のための調査を実施中。 
 

利用会員 協力会員 

市社協 

地域福祉コー
デネーター 

支援 

調査対象 
利用会員候補：主に介護保険や障害者自立支援法等に

よるサービスを市社協から受けている
方(269 人) 

協力会員候補：市社協ボランティアセンター登録者の
内、市内及び近隣に居住し、活動実績
がある方や本事業に有効な資格や特技
を持っている方(53 人) 

 双方の調査結果により、サービス内容を検討。初回 
調整は市社協、以降変更がない場合は、協力会員によ 
る継続支援を提供。 

調査実施中 

市内全域  

各種事業との連携 
○ボランティアセンター 
○介護サービスセンター 
○ファミリー・サポート・センター（10
月から実施予定） 


